
 
 

生駒市テレワーク＆インキュベーションセンター ＩＣＴ環境再構築業務仕様書 

本仕様書は「仕様１：アコールいこまもやい館」と「仕様２：セイセイビル」の２つの仕様がある。２つの

仕様を満たす提案を行うこと。 

 

＜仕様１＞ 

1. 目的 

本市のテレワーク＆インキュベーションセンターにおいて、ネットワーク環境の再構築を図ることで、

利用者に対しより快適かつ安全な通信環境を提供することを目的とする。 

 

２．用語定義 

施設 

生駒市が所有する建物であるアコールいこま もやい館３階・４階のこと。

〒630-0251 奈良県生駒市谷田町 1615に位置する。 

年末年始を除き年中無休。 

施設運営者 施設の指定管理者として生駒市から運営を任されている事業者のこと。 

オープンスペー

ス 

施設３階の有料で利用できるデスクワークや打合せ、Web 会議などを行

うスペース。利用可能時間は９時から２１時まで。 

個室オフィス 

施設４階の有料で利用できる個室オフィスのこと。全７部屋あり企業のサ

テライトオフィスや個人事業者のスモールオフィスとして利用されている。

利用可能時間は８時３０分からから２１時まで。 

必要要件 必須の機能や性能。 

期待要件 必須ではないが、利用価値が高まる機能や性能。 

 

３. 現状：別紙１参照 

 

４. 期限：令和８年３月３１日までの間にネットワーク環境の再構築を行う。 

 

５. 主要件 

(ア) 既に設置されているインターネット回線とUTMは使用せずに、新たなインターネット回線

を敷設した設計とすること。 

(イ) 安全かつ安定した高速通信を快適に利用できるインターネット回線、LAN環境及び無線

LAN環境の提案を行うこと。 

(ウ) セキュリティ向上を重視した提案を行うこと。 

(エ) マルチ SSIDおよび VLANによる通信分離の提案を行うこと。 

（オ） 最小の経費で最大の効果が発揮できるよう提案を行うこと。 

（カ） その他、より快適かつ安全な通信環境構築に資することがあれば提案すること。 

（キ） 軽微な仕様変更は適宜吸収し柔軟に対応できるようにすること。 

 

６. インターネット回線 

(ア) 光アクセス回線 10Gbps（ベストエフォート）の敷設に必要な初期費用、及び月額費用を提

示すること。最適なインターネット回線施設の提案及び回線開通に向けた手続きの支援を行

うこと。 

（イ） 365日９時～２１時以上の受付対応ができるようにすること。 

(ウ) 回線障害時に保守拠点からの遠隔対応で障害復旧しない場合は、訪問修理（オンサイト保

守）が可能であること。 

（エ） 新たに敷設するインターネット回線は 10Gbps（ベストエフォート）回線とし、別調達で敷設

する。 



 

 

 

７. ネットワーク機器 

 

a. 10G対応ルータ/ファイアウォール/UTM等 

項目 必要要件 期待要件 

(ア) パフォーマンスとハー

ドウェア仕様 

10Gbps対応ポートを含むマ

ルチギガビットインターフェー

スを複数備えていること。 

以下①～④の要件を満たし

ていることが望ましい。 

①ファイアウォールスループ

ット：20Gbps 以上 

②NGFW スループット：

2Gbps 以上 

③脅威保護：2Gbps 以上 

④接続数 / 秒：100K 以上 

 

(イ) 高度なネットワーク機

能 

VLAN やリンクアグリゲーショ

ン等の標準的な L2 機能、

OSPFやBGP等の主要なL3

ルーティングプロトコルに対応

していること。 

複数回線を活用して通信を

最適化・冗長化する SD-

WAN機能も有していること

が望ましい。 

(ウ) 高度なセキュリティ機

能 

アプリケーションを識別・制御

する L7 ファイアウォール機能

を有していること。 

侵入防御(IPS)、アンチウイ

ルス、URL フィルタリングと

いった統合セキュリティ

(UTM)機能も一台で提供

できることが望ましい。サン

ドボックス等の先進的な脅

威対策機能もあることが望

ましい。 

(エ) 柔軟な VPN接続機能 拠点間接続(IPsec等)だけで

なく、PC やスマートフォンか

ら の リ モ ー ト ア ク セ ス

VPN(SSL-VPN等)にも柔軟

に対応し、多様な働き方をサ

ポートできること。 

主要パブリッククラウドとの

接続実績があることが望ま

しい。 

(オ) 直感的な運用管理 専門知識がなくとも設定・管

理がしやすいWeb GUIを備

えていること。 

複数拠点の機器をクラウド

又は VPN 等を経由で一元

的に監視・管理できる機能

に対応していることが望ま

しい。 

 

  



 

 

 

b. インテリジェントスイッチ（Ｌ３・L2スイッチ等） 

項目 必要要件 期待要件 

(ア) ポート構成 ギガビットイーサネットポート

を24ポート以上有しているこ

と。 

①マルチギガビット対応のイ

ンターフェースを有すること

が望ましい。 

②210(W)×220(D)×

42.5(H)㎜以下の寸法で

あることが望ましい。 

(イ) スイッチング機能 VLAN（ポートベース、タグ）、

QoS（優先制御）、リンクアグ

リゲーションなど、標準的なレ

イヤー2 スイッチング機能以上

に対応していること。 

 

(ウ) 管理・運用機能 Web ブ ラ ウ ザ （ GUI ） や

SNMP を通じたリモートでの

設定、監視、ファームウェア更

新が可能であること。Syslog

転送など、ログ管理機能も有

していること。 

GUIでトラフィック等をグラ

フで確認できる機能を有す

ることが望ましい。 

(エ) セキュリティ機能 IEEE 802.1X認証（ポートベ

ース、MAC ベース）、MAC ア

ドレスフィルタリング、DHCP

スヌーピングなど、ネットワー

クへの不正な接続や通信を防

止するためのセキュリティ機

能を備えていること。 

 

(オ) 性能・安定性 多数のクライアントが接続され

た場合でも、通信の遅延や停

止が発生しない、安定した通

信を提供できる十分なスイッ

チング性能（スイッチングファ

ブリック、スループット）を有し

ていること。 

無線 LAN コントロール

(GUIで故障時にゼロコンフ

ィグで復旧可能、アクセスポ

イントへの一括設定等)が出

来る事が望ましい。 

 

  



 

 

 

c. 無線アクセスポイント 

項目 必要要件 期待要件 

(ア) 高速で安定した無線通

信性能 

Wi-Fi6(IEEE 802.11ax) 

以上に対応し、多数のデバイス

が接続しても高速で安定した

通信を提供できること。 

①802.11ax 8x8 ストリー

ム対応していることが望まし

い。オープンローミング対応

製品とすることが望ましい。 

②マルチギガビット対応のイ

ンターフェースを有すること

が望ましい。 

③ 210(W) × 220(D) ×

42.5(H)㎜以下の寸法で

あることが望ましい。 

(イ) 十分な接続収容能力 オフィスや会議室など、多くの

利用者が想定される環境にお

いて、1台あたり50台以上の

デバイスが同時接続しても、性

能が著しく低下しないこと。 

 

(ウ) 安全なネットワークを

構築できるセキュリティ機

能 

盗聴や不正アクセスのリスク

を低減するため、現代の標準

的なセキュリティ規格である

「WPA3（パーソナル/エンター

プライズ）」に必ず対応してい

ること。来訪者用ネットワー

ク、オフィス用ネットワーク、管

理者用ネットワークを安全に

分離できる機能（VLAN 機能

やゲストポート機能など）を有

すること。 

総務省発行の令和7 年2 月

版「Wi-Fi 提供者」向け・セ

キュリティ対策の手引き・安

全な公衆Wi-Fi の提供に向

けて上記を遵守する事が望

ましい。 

(エ) 効率的な管理・運用機

能 

専門的な知識がなくても、基

本的な設定や状態の確認がブ

ラウザ経由で直感的に行える

Web設定画面を有すること。 

設定変更やファームウェア更

新などを一括で行える機能

があることが望ましい。 

(オ) 柔軟な設置に対応で

きる給電方式 

電源コンセントがない場所に

も設置できるよう、LAN ケー

ブルを使って給電できる

PoE+（IEEE 802.3at）また

はそれ以上の規格に対応して

いること。 

 

(カ) 可用性・冗長性  機器障害発生時に継続利用

可能な構成であることが望

ましい。 

機器障害発生時に予備機を

充当できるような構成であ

ることが望ましい。 

 



 

 

 

 

ｄ. LANケーブル 

(ア)  新たに敷設する LANケーブルは、基本的に Cat6A規格のケーブルを使用すること。 

(イ)  LANケーブルの選定はネットワーク機器との相性を考慮すること。 

 

e.配線工事 

(ア) 新たに導入する機器間の接続に必要な LAN配線および、無線アクセスポイントへの電源供

給に必要な配線作業は、本調達に含むこと。 

(イ) 特定建設業 電気通信工事業の資格を有していること。 

(ウ) LANケーブルの敷設工事を行うこと。 

(エ) 既設機器撤去後の開口部はコーキングやパテなどで簡易補修を行うこと。 

(オ) 3階オープンスペースは有線 LAN（情報コンセント数）6口以上を確保すること。必要であ

れば既設の情報コンセントの取り換えや追加を行うこと。 

(カ) 4階オフィス 1〜7に有線 LAN1口以上を確保すること。必要であれば既設の情報コンセ

ントの取り換えや追加を行うこと。 

 

f. 機器保守 

(ア) 365日９時～21時の時間帯以上の受付対応が可能であること。 

(イ) オンサイト保守(平日 9時-17時)が可能であること。 

(ウ) 機器導入から 5年間のメーカー保守が対応可能であり、導入後 60か月分の保守費用を

本調達に含むこと。 

 

g. その他必要ハードウェア、ソフトウェア及び保守 

(ア) 快適かつ安全な通信環境を構築する上で、上記 a～fの記載以外に必要なハードウェア、ソ

フトウェア及び保守について提案することができる。 

(イ) その他の方法で快適かつ安全な通信環境を構築可能である場合は提案することができる。 

 

８. 運用要件 

(ア) 運用手順書（保守問い合わせ手順、管理画面確認手順、導入機器停止開始手順）を作成した

上で、市および施設運営者に対し各手順の説明を行うこと。 

(イ) ネットワーク機器類の設定内容を記載したパラメーターシートを作成した上で、市および施

設運営者に対しパラメーターシートを基にした構成（設定）説明を行うこと。 

 

９. 移行計画 

必要要件 期待要件 

旧ネットワークから新ネットワーク移行時

は、ネットワークの切断時間を最小限に抑え

ることを重視し、利用者への影響が極力生

じないように計画・実施すること。 

新ネットワーク移行時において、一時的にイ

ンターネット接続を停止せざるを得ない場合

は、施設３階４階の利用者が継続してインタ

ーネット接続が可能になるように、代替とな

るインターネット接続環境を準備できること

が望ましい。 

移行計画書を作成すること。  

 

１０. 納品物 

(ア) 工程計画書 



 

 

 

(イ) 基本設計書 

(ウ) 詳細設計書（パラメーターシート） 

(エ) 移行計画書 

(オ) LAN ケーブル試験成績書及び 無線 LAN サイトサーベイ（ヒートマップ）報告書 

(カ) 施工写真(工事前・工事中・工事完了時) 

(キ) LAN 配線図 

(ク) 運用手順書 

(ケ) 作業完了報告書 

(コ) 全てのデータについてはマイクロソフトオフィイスソフト又は PDF ファイルにて提出する事 

(サ) 全てのデータをメディア(CD/DVD)等で提出する事 

 

11.その他 

(ア) アコールいこま もやい館３階・４階の本調達範囲で施工が必要な範囲においては、アスベス

ト調査実施済みであり、アスベスト含有なしであった。 

(イ) 新設機器交換後の旧機器については、本市にて廃棄する。 

(ウ) 工事スケジュールについては、原則平日の 9時から 17時の間に実施することとし、市及び

施設運営者と事前に調整を行う事。なお、やむを得ず休日や夜間に工事を実施する必要が

生じた場合は、事前に市および施設運営者の了承を得ること。また、施設の運営や利用者に

支障が生じないよう、作業中の騒音・動線確保などに十分配慮すること。 

 

  



 

 

 

＜仕様２＞ 

1. 目的 

本市のテレワーク＆インキュベーションセンターにおいて、新たなネットワーク環境の構築を図るこ

とで、利用者に対しより快適かつ安全な通信環境を提供することを目的とする。 

 

２．用語定義 

施設 

生駒セイセイビル１階内にある。現在は別事業を行う施設として運営され

ているが、令和８年３月３１日までに改修を行い、新たにテレワーク＆イン

キュベーションセンター施設とする。 

〒630-0257 奈良県生駒市元町１丁目６−１２に位置する。年末年始を

除き年中無休。 

施設運営者 施設の指定管理者として生駒市から運営を任されている事業者のこと。 

必要要件 必須の機能や性能。 

期待要件 必須ではないが、利用価値が高まる機能や性能。 

 

３．施設図面：別紙２参照 

 

４. 期限：令和８年３月３１日までの間に新たなネットワーク環境の構築を行う。 

 

５. 主要件 

(ア) 安全かつ安定した高速通信を快適に利用できるインターネット回線及び無線 LAN環境の

提案を行うこと。 

(イ) セキュリティ向上を重視した提案を行うこと。 

（ウ） インターネット回線及び無線 LAN環境を構築するために必要な LAN環境以外の施設フロ

アの LAN環境は施設改修を担う事業者が行う。インターネット回線と施設フロアの LAN

環境を接続できるようにすること。 

（エ） 上記(ウ)の接続が出来た場合に、施設フロアの LAN環境とインターネット回線及び無線ア

クセスポイントそれぞれの通信が出来ていることを確認すること。 

(オ) マルチ SSIDおよび VLANによる通信分離の提案を行うこと。 

（カ） 最小の経費で最大の効果が発揮できるよう提案を行うこと。 

（キ） その他、より快適かつ安全な通信環境構築に資することがあれば提案すること。 

（ク） 軽微な仕様変更は適宜吸収し柔軟に対応できるようにすること。 

 

６. インターネット回線：＜仕様１＞６．インターネット回線と同様 

 

７. ネットワーク機器：以下 e.配線工事以外は＜仕様１＞７. ネットワーク機器に記載の a,b,c,ｄ,f,g

と同様 

 

e.配線工事 

(ア) インターネット回線および、新たに導入するネットワーク機器（7. ネットワーク機器に記載の 

a、b、c）への接続に必要な LAN配線作業は、本調達に含むこと。ただし、それ以外の LAN

配線作業は、本業務に含めないものとする。 

(イ) 特定建設業 電気通信工事業の資格を有していること。 

(ウ) 上記の範囲内で必要となる LANケーブルの敷設工事を行うこと。 

 



 

 

 

８. 運用要件：＜仕様１＞８．運用要件と同様 

 

９. 納品物：＜仕様１＞１０．納品物と同様 

 

10.その他 

(ア) 生駒セイセイビル 1階の本調達範囲で施工が必要な範囲においては、施設改修業者にてア

スベスト調査を実施予定である。 

（イ） 生駒セイセイビル１階については機器設置及び配線等を施設改修業者等と打ち合わせを行

う事。 



生駒市テレワーク＆インキュベーションセンター ＩＣＴ環境再構築業務仕様書 

 ＜仕様１＞別紙１ 

現状のネットワーク構成図 

 
１．上記構成図の説明 

    • 既設インターネット回線：NTT 光 1G ベストエフォート(新回線敷設のためこの回線は使用しない) 

    • UTM 設置済み(新回線敷設と合わせてこの UTM は使用しない) 

    • YAMAHA 製ネットワーク機器： 

        ◦ SWX2200-8G ×２台 

        ◦ SWX2200-8POE ×1 台 

        ◦ WLX322 ×1 台 

        ◦ WLX202 ×２台 

    • 施設 3 階オープンスペースにプリンター・プロッターを設置 

 

２．課題 

    • ネットワーク分離が SSID のみでセキュリティ懸念あり 

    • LAN ケーブルの規格（CAT5 と CAT6）混在、CAT6 性能未活用 

    • 各部屋のネットワークが独立しておらず、ウイルス感染拡大のリスクあり 

    • ネットワーク機器が旧式（平成 29 年導入）のためリプレース必要 

    • 施設利用者の多くが、通信速度向上を要望 

    • 保守契約未加入のため、施設運営者によるネットワーク障害切り分けに限界あり 

    • 施設運営者ネットワークやシステム扱いに不慣れなため、保守及び対応窓口が必要 

 

端子盤の状況                    IDF 内端子盤状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 
 

３―１．施設 3 階図面１  

赤枠部分が施設の範囲となる。該当範囲はすべてオープンスペースとなっている。 

 

 
 

 

  



 

 
 

３―２．施設 3 階図面２（コンセント設備） 

現在、インターネット回線は建物外部の電柱から引き込みを行い、建物 4 階にて受け入れた後、建物内

の EPS（電気配管シャフト）を通して 3 階まで配線をおろしています。 

 

 
  



 

 
 

３―3．施設 3 階図面 3（構内情報通信網設備） 

 

 
  



 

 
 

 

４－１．施設 4 階図面 1  

赤枠部分が施設の範囲となる。 

 

 
  



 

 
 

４－２．施設 4 階図面 2 （コンセント設備）  

 

 

 
  



 

 
 

４－3．施設 4 階図面 3 （構内情報通信網設備）  

 

 

   



生駒市テレワーク＆インキュベーションセンター ＩＣＴ環境再構築業務仕様書 

＜仕様２＞別紙２ 

 
１―１．施設 赤枠部分が対象範囲となる。 

  2025年 6月時点の図面案のため今後変更の可能性はある。 

 
 

 

  



１―２．施設バリエーション案 １－１図面の緑色部分。 

  2025年 6月時点の図面案のため今後変更の可能性はある。 

 
１―３．施設イメージ案 １－１図面の緑色部分。 

 
 

  



１―４．施設イメージ案 １－１図面の紫部分。 

  2025年 6月時点の図面案のため今後変更の可能性はある。 

 


